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「T-2-6 長岡の雁木、県内に残る雁」木の追記

１．序

２．高田、長岡の雁木について

３．宮内商店街の雁木

 参考　2017年1月27日 日経　　　高田の雁木通り
高田の雁木通りパンフ

１．序

　 1960年代まで、市街地に消雪パイプが普及する前は、雪国の街にとって

雁木は必須でした。　積もった雪は道の両側に二階より高く積まれ、その

雪の山と、家々に挟まれた間にある雁木通りが、冬季の安全な歩道でした。
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２．高田、長岡の雁木について

　雁木が残っている町は、高田が日本一、長岡は２番目だそうです。

私が子供のころ、大手通りから昭和通りまで雁木が続いていて、傘は不要でした。

今は、中心市街はアーケードですが、スズラン通りを過ぎるころには、駐車場や空き地が

増えて、雁木がないところが増えました。

摂田屋近くの宮内商店街も、近年多くの家や商店が駐車場になり、雁木が激減しています。

杤尾、与板など、周辺の町には、長い雁木通りがまだ残っています。

長岡の隣の市、小千谷市も中心部はアーケードですが、雁木通りも残っています。　特に

市民会館から慈眼寺のあたりには、昔ながらの、本当に昔の長岡の雁木を思い出させる、

雁木通りが残っています。　慈眼寺を探す途中に見つけ、懐かしく感じました。

基本資料

近世における雁木通りの建設整備過程 (土木学会論文集_1997)

～江戸初期からの整備過程の表があります

高田の雁木バンフレット　～越後高田雁木ねっとわーく　発行(部分)

～高田雁木の歴史と現状が簡潔に書かれています

170121_高田の雁木通り 

～ (日本経済新聞2017年１月)

その他の参考資料　

～　ネットで検索すると、

すぐ見つかると思います。

雪国が育んだ雁木の再整備手法に

関する調査について_

国交省北陸地方整備局(2007)

近代における雁木通りの

構成要素について 

(土木学会論文集_2014)

とちおまちめぐり雁木のページ

塩沢・牧之通りの雁木

と町並み保存

菅原,波多野、近世における雁木通りの建設整備過程

高田の雁木
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日本土木学会計画系論文誌(1997)
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３．宮内商店街の雁木

It is characteristic that all storefronts of the shopkeeper-houses
are faced to shopping streets of the town,  and common roofs "Gangi" 

are built among these houses.  

They are devised to live in long winter season with heavy snow fall.

It is about 500 meters from the crossing in front of the station to the

next brock crossing near the Settaya-brewing industry zone (district), 

however width of the road is changed near a concrete building, which

 is now used as the Poster Museum.

To built Gangi, all the local people must offer　a part 

of their private land for the public passage.

This is the spirit of  give and take.
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